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       B,　鑑賞教育の指導スキル

B-1 鑑賞教育における観察段階の指導について（上）
    ─MOMA：ティーチング・テクニック・ワークショップより─
    

ニューヨーク近代美術館 (MOMA) において、その教育理念および方法につい
て研修する機会を得た。先進的な美術館での諸実践を検討することは、今後の
学校教育での鑑賞教育を確立するための有意義な方法の一つであると考えられ
る。本稿ではMOMAの教育プログラムの基本に置かれている「ステージ理論」
およびステージ理論の理解のためのワークショップ部分の実際を報告した。

B-2 鑑賞教育における観察段階の指導について（下）
    ─MOMA：ティーチング・テクニック・ワークショップより─

MOMAでは多くのボランティアたちの手によってビギナーに対する鑑賞教育
の実践と、美術館職員による地元の学校教員への再教育が行われている。本稿
では、MOMAにおけるビジュアルリテラシー教育、それにもとづいたギャラ
リートークの実際を報告し、絵画鑑賞の際の観察段階の指導法について述べた。

B-3 鑑賞教育方法としての美術感想文の可能性（１）
   ―感想内容のタイプと美術感想文のスタイル分類　―

美術作品を見た感想文を「美術感想文」と呼び、6年前から演習の一部や講義
後の課題に活用してきた。本稿は、鑑賞教育方法としての可能性を検証する目
的で行った、美術感想文に対する「タイプ分類」「スタイル分類」の 2種類の
分析結果を報告した。

B-4 鑑賞教育方法としての美術感想文の可能性（２）
   ―質問法による解釈の事例　―

本稿では，シャガール「誕生日」および，クレー「パルナッソス山へ」の２種
類の絵画を鑑賞対象とし，「質問法」を取り入れた感想文の分析結果を報告した．
結果に関しては，２作品に対する学生の記述内容を分類・要約して一覧表にま
とめる形で整理した．まとめでは，美術感想文における質問法の扱い方と，感
想文を教育活動に活用することの効用に関する意見を述べた

       C,　批評的観点による鑑賞指導の方法

C-1 美術批評の観点による鑑賞指導の方法　　　　　  
   ─ミケランジェロ作─ダビデの授業例─

批評的観点による美術鑑賞教育に関する論考（鑑賞と美術批評、アイスナーの
批評学習）および美術科の１年生を対象にした「ダビデ像鑑賞」の授業記録概
要とその分析について述べた。

C-2 美術科の題材開発における文献資料の活用（１）
   ─モンドリアンの教材化による事例─

幾何学的抽象表現の代表者として知られているモンドリアンを例に取り上げ、
彼の作品における造形要素の果たす意味を文献資料をもとに解釈し、それを生
かした教材化の例を示した。

C-3 美術科の題材開発における文献資料の活用（２）
   ─カンディンスキーの教材化─

抽象絵画の教材化「その２」として、表現主義的抽象のパイオニアであるカン
ディンスキーについて述べたものである。基本的には前稿のモンドリアンの場
合と同様な構成とした。モンドリアンと今回のカンディンスキーの両名をセッ
トにして、抽象絵画の教材化例としたい。

C-4 文化理解を目的とする東洋美術の鑑賞教育（１)  
   －仏教の造型（仏像）－

東洋美術における鑑賞教育の指導の留意点を，以下の 4つの観点から扱っ
た .(1) 日本人の西欧的文化への意識傾斜の問題点、(2) 批評的・歴史的鑑賞方
法の必要性、(3) 東洋と問、洋の芸術観・芸術論の相違の認識、(4) 比較文化
の観点による文化史理解。

   　A,　美術科教育　

A-1 図工・美術教員の研修の現状（１）
   ─釧路管内の教員を対象としたアンケート調査から─

教員の教材研究に対する関心と実践状況 , 指導上の悩みや問題点 , さらに指導
者育成機能をもつ社会教育施設として設立予定の釧路芸術館 ( 仮称 ) に期待す
る機能などを質問紙法によって調査し , 分析・考察した。さらにそれぞれの教
員の要求の違いを，大学教育での美術の専攻経験の有無や美術の免許の有無と
いう観点から捉え，様々な教員の支援を保障する機関のあり方を考察した。

A-2 図工・美術教員の研修の現状（２）
　 ─指導者の支援機関について─

A-3 子どものための造形教育施設の考察 学校外の「子どものための造形教育施設」の現時点での状況確認を行うことを
目的とした。社会教育としての新たな施設例を中心に、新しいタイプの３施設
を取り上げ検討を加えた。

A-4 デジタル・グラフィック教育への視点 今日の絵画および絵画教育が抱えている問題点を再確認した上で、グラフィッ
ク教育へのデジタル化の導入について考察した

A-5 ｅ－ラーニングの手法を用いた美術史学習の方法 入門的・概論的内容への学習意欲や動機付けのための授業内容の工夫が求めら
れている。本稿は、受講者が自由記述した授業感想文をもとに、オンデマンド
VTR 視聴による美術史学習の方法を検証した。

論　文　概　要　　



   　D,　ワークショップと造形教育

D-1 ワークショップと造形教育（1） 
　  ―実践報告  : コラボレーション
　　　　　　　　　／釧路市公民館フロッタージュ・プロジェクト―
    

老朽化により取壊しが予定されていた釧路市公民館の床面 43メートルを「版」
に見立て， 版画の一手法であるフロッタージュにより原寸大に刷り取る集中講
義を実施した。本稿では教員養成系大学美術科の実技授業改善の観点から， 学
習の場を地域社会に求めた実験的な授業形態として一連の経過を報告した。

D-2 ワークショップと造形教育（2）                         
　　─ワークショップの拡がりとその理念─

コミュニィティ・デザイン・自己変革・カウンセリング・芸術の革新運動・美
術館教育等で行われているワークショップの諸例をとりあげ、それらを通して
ワークショップとは、自己と環境に対する洞察と改変の意志を生み出す、能動
的・生産的な創造的行為であることを明らかにしようとした。

D-3 アート・カンテラづくりワークショップの実践    
　  ―使用済み一斗缶のカンテラへの利活用の事例―

地元団体から依頼を受け、学生指導するかたちの造形ワークショップを実施し
た。資源の利活用、地域住民へのイベント、住民と学生との触れ合いの観点か
らの事例分析を報告した。

D-4 地域情報パンフレット制作による総合演習　　　 
　─フィールドワークを生かした視覚デザインの指導―

素材を身近な地域社会に求め、フィールドワークで得た情報をパンフレットに
デザインする内容の「総合演習」の授業実践を報告した。一連の経過とともに、
受講生の感想文の内容を検討することで学習到達目標の達成度を検証した。

   　E,　抽象絵画の心理構造　

E-1 非再現的ドローイングにおける視覚的力動性の検証 カンディンスキーとアルンハイムの両者が重視した「視覚的力動性＝緊張体験」
の分析結果を，学生が作成したドローイングサンプルに適用し，その有効性を
検証した．

E-2 抽象絵画の構造理解（１）                          　
　 ― 視線測定データの分析 ―

注視点測定システムを用いて具象画・抽象画の視線を測定した。30 秒間の視
線移動の軌跡を「視線プロット図」で表わし、その視覚体験の「発語記録」を
分析した。具象画・抽象画の感受内容の相違、観察時のスピードと方向、そし
て集中・分散、広角的視野、見方の経験差等の諸特性の確認ができた。

E-3 視覚心理の観点による抽象絵画の構造理解　
　 ―視覚の生理的メカニズムから生じる画面構造のしくみ―

抽象絵画が課題として担っていると考えられる非可視的な内容を、知覚や認知
の基本的なメカニズムの観点から検討し、具体的な作品に関する構造分析事例
を示した。

E-4 身体感覚の観点による美的形式原理の理解　　
　 ―抽象絵画の普遍的心理構造の検討―

諸心理学における研究の成果から、造形や絵画表現の基底に共通する構造理解
に有効な知見を整理した。特に「美的形式原理」に関する内容を文献から抽出・
整理し、それらを「身体感覚」の観点から検討した。

E-5 構成的観点によるコンポジションの心的理解　
　 ー造形用語を活用した絵画構造の検討ー

さまざまな造形要素を「層的構造」に分類・配置して、用語の相互関係を明ら
かにすることを試みた。さらにそれらの「造形用語」を用いて絵画作品の構造
や特性の理解を行った。

 

C-5 文化理解を目的とする東洋美術の鑑賞教育（２)　
   ―水墨画―

中等・高等教育における芸術教育では， 人格形成よりもむしろ文化理解として
の側面を重視し， そのための教育プログラムを構築していく必要があると考え
る。したがって本稿では， 東洋画において主要な役割を果たした水墨画につい
て、西洋と東洋の絵師表現の相違を述べ、さらに水墨画に関する鑑賞教育の具
体的な事例を紹介した。

C-6 文化理解を目的とする東洋美術の鑑賞教育（３)　
  ―メディアの観点による浮世絵版画へのアプローチ― 

浮世絵版画が制作された当時の文化的背景ならびに大衆による受容状況を考察
し、加えて２点の鑑賞事例を検討した。これらの考察を通じて、浮世絵版画は
大衆の嗜好に合わせて制作販売された実用品であり、今日のジャーナリズムの
活動にきわめて近いものであることを指摘した。「3、鑑賞事例」では、浮世
絵版画の生産と受容に触れうる鑑賞指導の具体例を提示する目的で、内容の読
み取り例を示した。

C-7 絵画制作におけるイメージ形成の指導　　　　　
   ―C.D. フリードリヒの象徴と崇高の理解 ―

C.D. フリードリヒは遠近法の軽視、平面性・抽象性の強調など革新的な表現
を行った。さらに 1960 年代の抽象絵画との関連も指摘されている。この北
方的イメージの一連の系譜を辿り教材化することは、入門期学生の絵画制作に
おけるイメージ形成の指導に有効な方法になると考える。本稿では、フリード
リヒの作品における象徴表現と崇高表現を考察し、その指導のための方法を例
示した。

【 別刷 : 抽象絵画の心理構造　2009～ 2017 科研費による成果 】に掲載　



◆ 鑑賞入門 ◆ 絵画表現の基礎 ◆ 古代・中世

講義記録 VTR リスト
https://araix6.jimdo.com/



◆19 世紀絵画 ◆抽象絵画

◆メディア・アート入門
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